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地下もしくは半地下コンクリート構造物 
対象構造物 

 

両端にセラミック定着体を取り付けた、せん断補強鉄筋（ＣＣｂ）により 
項 目 

コンクリート構造物の内空側から耐震補強をする。 

 

内

容 

使 用 機 器 
 

砂町再生センター分水槽耐震補強工事：東京都下水道局 
使 用 実 績 

加賀沿岸流域下水道ポンプ場整備工事（耐震補強工事その 1）：石川県 

[工法の概要〕 

古い耐震基準に従って設計されたコンクリート構造物が、現行の耐震基準で考慮すべきレベル 2

地震動に相当する地震力を受けた場合、せん断耐力・じん性が不足するものがあることが指摘さ

れています。しかし、水路などの地下・半地下構造物は内空側からしか補強工事を実施できず、

有効な補強工法が少なく耐震補強工事は進んでいませんでした。また、構造物が塩害環境下など

の劣悪な環境下にある場合は、補強後の耐久性の確保が問題でした。 

そこで、補強効率が高く耐久性に優れた、後施工セラミック定着体型せん断補強鉄筋「セラミ

ックキャップバー（ＣＣｂ）」を開発しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ファインセラミック製定着体 

                       （左：先端側定着体 右：後端側定着体） 

          セラミックキャップバーによる後施工せん断補強 

先端側定着体 せん断補強鉄筋(ねじ節鉄筋) 後端側定着体 

セラミックキャップバー 
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[工法の特徴] 

（1） 高いせん断補強効率 

定着体がファインセラミック製であるため、コンクリート表面付近にせん断補強鉄筋の

定着部を配置でき、高いせん断補強効果が期待できます。（図－1） 

（2） 高い耐久性 

コンクリート表面に最も近い補強材の定着部に、耐食性に優れたファインセラミック製

の定着体を用いることで、高い耐久性を実現します。 

（3） 優れた施工性 

・ＣＣｂ補強鉄筋の組立を現地で行うため、削孔後の条件に合わせて迅速・確実・手戻り

なく施工できます。 

・汎用性のある高流動グラウトの充填作業は、大型機材を使用することなく簡便な治具を

使用して容易に施工できます。（図－2） 
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■ 定着長と補強効率の関係 
後施工せん断補強鉄筋の有効率 

  ( )( )ddly ′−−=
2
11β  ここで， yl ：定着長， dd ′− ：軸方向鉄筋の間隔 

グラウトが充てんされた掘削孔内に
水平方向にCeramic-Cap-barを挿入する

■ グラウト貯留槽を用いたＣＣｂの設置（横向き施工） 


